
郷土の古文書 
「その１０ 盗賊被害届書」 
 解説  

この届書が出された時期は江戸幕府の崩壊も間近な慶応２年です。全国的に治安も乱れて、物価は高騰し、６月には武州一揆が起こり、五日

市村寄場の内（現あきる野市と日の出町）でもその影響を受けています。古文書の中でも盗難届や農兵取立関係あるいは窮民助成等の文書が数

多く残されています。 

 今回取りあげた古文書は、油平村
あぶらだい

の百姓の老夫婦が忰に自宅を任せて隠居するにあたり、五日市往来端（あきる野市役所通りの五日市街道沿）

へ出店し商売をしていたところ、盗賊にはいられ、怪我を負わされた事件について、先ず寄場村である五日市村の役人へ提出した届書です。     

世の中も日増しに物騒になり、盗みだけでなく強硬な手段に出る事件も多くなってきました。  

 また、昭和３０年代前半迄、畑が続くのどかな景色の秋留大地もこの当時既に人馬の往来で賑わう商売の成り立つ街道であった事を物語る文

書ともいえます。 

 

<寄場村>                            

文政１０年幕府が実施した関東地方の村方治安維持組織で、数か村で小組合を組織し、小組合を数個結び大組合とし、大組合の中心となる村を

寄場村と言った。現在のあきる野市と日の出町にあった旧村３５か村（時代により３８か村）をまとめて、設置当初より五日市村が寄場村とな

り、明治２年より短期間伊奈村に移った。寄場村の役人は、自分の村の仕事の他に、寄場村としての仕事をしなければならないので、経済的に

も余裕のある村が持った。
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